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名古屋　学校 453 88 6.7
名古屋　情報　大学 424 79 6.5
名古屋　受験 410 126 3.2
学校　名古屋 409 82 6.8
名古屋　経営　大学 384 102 5.1
学校　愛知 361 95 5.9
大学　キャンパス 359 104 5.5
愛知　学校 357 97 4.4
愛知　大学　受験 315 114 3.0
学校　名古屋市 297 74 4.9
愛知　大学　オープンキャンパス 280 98 2.6
大学　愛知 268 74 4.1
愛知　入試 250 104 2.4
名古屋　大学 246 80 3.5
名古屋　大学　受験 227 100 2.2
大学　名古屋市 224 71 4.2
名古屋　外国語　大学 222 49 4.9
愛知　大学 219 79 3.0
愛知　大学　入試 217 88 2.9
名古屋　経済　大学 211 62 3.4
オープンキャンパス　名古屋　大学 191 94 2.0
名古屋　大学　入試 176 89 2.0
名古屋　大学　オープンキャンパス 173 76 2.0
大学　名古屋 165 59 4.1
名古屋　大学　経済学部 165 54 2.8
あいち　大学 160 79 2.6
名古屋　大学　外国語 155 64 3.5
名古屋　大学　推薦入試 150 78 1.7
名古屋市　大学 141 56 3.7
名古屋市　学校 122 55 3.6
キャンパス　大学 118 55 4.1
名古屋　大学　入試情報 117 71 1.5
キャンパス　名古屋 97 49 4.1











































































































オープンキャンパス　名古屋　大学 5.7 2.78％ 2.0
学校　名古屋 4.8 0.90％ 6.8
名古屋　大学　入試情報 4.3 2.82％ 1.5
名古屋　大学　オープンキャンパス 4.2 2.05％ 2.0
名古屋市　大学 3.7 1.43％ 3.7
大学　名古屋 3.5 1.20％ 4.1
名古屋　大学　入試 3.3 1.82％ 2.0
大学　名古屋市 3.3 0.87％ 4.2
大学　愛知 2.9 0.84％ 4.1
学校　名古屋市 2.8 0.49％ 4.9
名古屋　学校 2.6 0.48％ 6.7
名古屋市　学校 2.0 1.75％ 3.6
名古屋　大学　受験 2.0 1.02％ 2.2
愛知　大学　受験 2.0 0.68％ 3.0
学校　愛知 2.0 0.52％ 5.9
名古屋　大学　推薦入試 1.7 1.02％ 1.7
名古屋　大学　外国語 1.7 0.74％ 3.5
愛知　大学　入試 1.3 0.61％ 2.9
愛知　大学　オープンキャンパス 1.3 0.56％ 2.6
愛知　入試 1.2 0.55％ 2.4
名古屋　情報　大学 1.2 0.21％ 6.5
あいち　大学 1.1 0.37％ 2.6
名古屋　経済　大学 1.1 0.36％ 3.4
名古屋　外国語　大学 1.0 0.20％ 4.9
名古屋　受験 1.0 0.35％ 3.2
愛知　学校 0.9 0.26％ 4.4
名古屋　大学 0.8 0.25％ 3.5
愛知　大学 0.7 0.22％ 3.0
名古屋　経営　大学 0.6 0.16％ 5.1
キャンパス　名古屋 0.6 0.27％ 4.1
キャンパス　大学 0.5 0.23％ 4.1
名古屋　大学　経済学部 0.3 0.11％ 2.8
名古屋　キャンパス 0.2 0.16％ 1.7
大学　キャンパス 0.2 0.05％ 5.5
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争指数などは，入手可能なデータのみから現実
の競争の状況を探る試みであるが，現実の検索
における大学広告においては，大学同士の競争
のみでなく，あらゆる方面からの広告が競合し
ている。従って，より現実的なモデルを作るに
は，こうしたきめ細かいデータも何らかの形で
得る必要がある。
　また，これらデータの時間的推移について
は，明確な結果が得られなかった。検索の動向
が極めて不安定な変動を見せるため，これをい
かに分析するかは，今後の大きな課題である。
　これまで，検索エンジン連動広告出稿におい
て，広告主は詳しい結果分析をほとんど行わな
かった。クリック数とクリック率のスコアだけ
に一喜一憂し，事務的に出稿を継続していたの
である。検索エンジン連動広告の長期出稿継続
率は90％以上といわれている。クリック数＝
自社サイト誘導数といった具体的広告効果が実
感でき，しかも登録ワードがクリックされなけ
れば課金されないというメリットを広告主が評
価している面もあろう。反面，運営を広告会社
などに任せ，惰性的に出稿を続けているケース
も多いと思われる。今回の研究は，いままでや
やブラックボックス的に扱われてきたデータに
メスを入れ，より効果的効率的なキーワード選
択や，変更の方策に光を当てたと思われる。今
後，検索エンジン連動広告はより広く利用さ
れ，広告主間の競争も激しくなることが予想さ
れる。まとまった金額を投入して本格的にこの
広告に注力してくる大学も増えるだろう。こう
いった状況の中，限られた予算でより効果的な
広告出稿を実現する戦略が必ず重要性を増して
くる。ここに本論文の示唆も生きてくるだろう
と考えられる。
　検索エンジン連動広告は伸びしろの多い広告
分野であり，その分，さまざまな広告コンサル
タント会社が出現している。彼らの助言を見極
め，うまく活用するためにも，広告主には，よ
り深い知識と学習が必要になってくると思われ
る。自社の命運を握る広告を外部の会社にゆだ
ねることはあまりにも無謀である。検索エンジ
ン連動広告のメカニズムは複雑であり，出稿計
画に際しては，広告のプロの力は必要である。
ただ，広告主にとっては，広告を出稿するプロ
として，外部の協力会社と対等に議論し，より
よい広告戦略を打ち立てることが重要なのは言
うまでもない。受験生の嗜好は時代の変化に
よって，めまぐるしく変わる。それを確実に把
握して，きめ細かいキーワードの取捨選択，変
更，予算管理ができる体制を大学内にも構築す
べきと考える。
　本論文では，広告主サイトへとユーザを集客
する導線として検索エンジン連動広告を研究し
たが，今後は，広告主サイト内での「実効成果」
へ結びつけるための導線が重要になってくる。
実効成果とは商品資料請求，実際の売買契約成
立などが実現することである。大学における広
告の実効成果とは，サイトへ誘導された受験生
が願書等を請求すること，実際に願書を提出し
て，受験にまで進むということである。こういっ
た実効成果を「コンバージョン」と言う。最終
的な広告目的として，このコンバージョン数を
上げることを目指さなければならないのは自明
である。
　そのポイントは，検索者の求める情報が存在
する目的ページ（これをランディングページと
言う）への導線の確立である。特に大学にお
いては，受験という大事を抱えた若者が顧客
である。必死に自分の有効な情報を探している
ユーザー像をしっかり把握した対応が不可欠で
ある。受験生対応の特設ページ開設はもちろん
であるがそこからの導線が重要となる。検索エ
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ンジン連動広告からの検索者をサイトのトップ
ページに誘導する場合，「受験生用ボタンがす
ぐに目につくところにあるか」「大学のさまざ
まな要素に対してわかりやすい導線が引かれて
いるが」などがチェックポイントとなる。受験
生専用ページでは「大きな文字で，具体的な実
績をアピールしているか」「ワンテーマ，ワン
メッセージになっているか（検索者は1ページ
の中で，同時に2つ以上の情報を理解しなけれ
ばならないことを嫌う）」「資料請求ボタンがす
ぐに目につくところにあるか」「他の情報ペー
ジに行きやすいか」などをチェックすべきであ
る。サイトへ導かれた検索者が，そのサイトを
じっくり見るかどうかを判断する時間はわずか
3秒と言われている。その間に自分の目的ペー
ジへの導線が見えなければ，せっかくのサイト
誘導も虚しい結果に終わる。また，大学のサイ
トがじっくり見られているかどうかを調べる指
標として，訪問者のサイト滞在時間があげられ
る。この時間をいかに延ばせるかがサイトの最
重要課題のひとつと言えるだろう。この課題解
決には，検索エンジン連動広告，ランディング
ページの最適化の他，スポンサーサイトではな
い一般の表示順位を上げていく地道なサイト作
りが必要になる。自社，自学サイトへの誘導は，
現代のコミュニケーション戦略の要であるが，
それと密接に関連する検索エンジンの仕組みは
不明な点が多い。本論文の研究から次のステー
ジに進むためのたゆみない努力の必要性を指摘
しておきたい。
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